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よ 14
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加
し
ま
し
た
．
　

第
１
回
ベ
テ
ラ

ン
ズ
大
会
は
約
鰤
人
の
参
加
で
し

た
。

８
■

の
第

Ｈ

回

の

り
大
幅
に
早
く
終
了
、
全

て
完
璧

に
理
普
し
て
頂
き
ま
し
た
山
中
会

長
、
北
村
理
事
長
他
人
分
県
柔
道

連
盟
の
皆
様
に
は
深
く
感
謝
を
致

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
回
も

事
故
、
怪
我
人
も
無
く
終
了
出
来

ま
し
た
事
は
協
会
に
取
り
ま
し
て

大
変
な
存
び
で
し
た
。

そ
し
て
、
二
十
二
年
度

の
一
大

行
事
も
こ
こ
に
来
て
、　
ハ
ッ
キ
リ

し
て
参
り
ま
し
た

（
二
十
　
年
ト

一
月
卜
人
Ｈ
現
在
）
。

Ｉ
Ｊ
Ｆ
第

２
回
ベ
テ
ラ

ン
ズ
人

会
は
５
月
２７
Ｈ
～
３０
Ｈ
ハ
ン
ガ
リ
ー

ブ
タ
ベ
ス
ト
で
開
催
、
形
も
加
わ

る
事
に
な
り
　
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ

柔
道
協
会
と
し
て
こ
ち
ら
に
行
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

又
　
従
来
の
第

１２
回
世
界

マ
ス

タ
ー
ズ
柔
道
大
会
は
８
月
１７
‐―
～

２２
Ｈ
カ
ナ
ダ

・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル

の
開
催
で
最
後
と
な
り
、
来
年
以

降
は
ｌ
Ｊ
Ｆ
が

マ
ス
タ
ー
ズ
大
会

と
し
て

一
本
化
と
な
る
予
定
て
す
。

こ
の
大
会
に
は
協
会
と
し
て
は
団

を
組
ん
で
の
予
定
は
有
り
ま
せ
ん

が
、
参
加
は
自
由
で
す
．

日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
新
潟
大
会
は
、

昨
年
同
様
敬
老

の
日
の
週
で
９
”

２５
（十
）
２６
（
日
ヽ
」
長
岡
市
に
決
定

世
界

マ
ス
タ
ー
ズ

ア

ト
ラ

ン
タ
大
会

は
前

回
ま

で
は
、
千
人
以

上

の
参
加
者

で
し
た

が
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
勢

が
大
幅

に
不
参
加
と

な
り
今
回
は
輌
人
程
度
と
な
り
ま

し
た
。
９
月
の
人
分
Ｈ
木

マ
ス
タ
ー

ズ
大
会
前

の
ア
ト
ラ
ン
タ
行
き
は

何
か
と
心
配
し
な
が
ら
も
お
人
で

形
　
試
合
に
観
光
に
卓

の
根
外
交

と
　
楽
し
ん
で
参
り
ま
し
た
。

日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
大
分
大
会
は

当
初
、
参
加
選
手
数
が
ど
の
位
か

が
心
配
で
し
た
。
大
会

日
程
も
３

日
か
ら
２
日
と
な
り
　
運
営
費
用

面
で
は
最
低
２５０
人
位
確
保
が
必
要

で
し
た
。
大
会
運
営
上
、
形
　
試

合
を
行
う
に
は
３００
人
位
が
丁
度
と

の
予
測
で
し
た
が
、
結
果
参
加
者

３２５
人
と
な
り
費
用
面
で
は
先
ず
間

題
ク
リ
ア
．
大
会
運
営
で
は
形
競

技
を
試
合
同
様
４
試
合
会
場
で
行

っ

た
事
に
よ
り
時
間
短
縮
が
出
来
、

選
手
は
分
か
り
易
い
組
み
合
せ
表

に
よ
リ
ス
ム
ー

ス
な
進
行
で
参
加

者
全
員
か
ら
大
変
好
評
で
し
た
。

そ
の
結
果
　
当
初
の
予
定
時
間
よ
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致
し
ま
し
た
。
こ
の
週
は
他
の
月

よ
り
各
種
大
会
と
重
な
ら
ず
、
シ

ル
バ
ー
ク
イ
ー
ク
で
昨
年
同
様
元

気
な
中
高
齢
者
を
マ
ス
コ
ミ
が
取

材
す
る
機
会
も
多
く
Ｐ
Ｒ
に
繋
が

り
又
１０
月
後
半
に
行
わ
れ
ま
す

「全
日
本
柔
道
形
競
技
大
会
」
の

選
手
が
こ
の
大
会
を
予
行
演
習
的

な
位
置
付
け
と
し
て
参
加
す
る
事

を
期
待
し
て
、
今
後
続
く
各
県
柔

道
連
盟
に
も
お
願
い
し
て
こ
の
時

期
に
定
着
し
て
行
け
た
ら
と
思

っ

て
い
ま
す
。

新
潟
大
会
は
５
年
前
に
中
越
地

震
に
遭
わ
れ
た
長
岡
市
で
首
都
圏

に
近
く
日
帰
り
で
参
加
出
来
ま
す

し
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
頂
き
、

市
が
活
気
づ
け
ら
れ
れ
ば
良
い
が

と
思
い
ま
す
。

大
分
大
会
の
最
新
デ
ー
タ
を
基

に
会
員
の
状
況
を
見
ま
す
と
、
新

会
員
‐１５
人
が
加
わ
り
計
約
¨
人
と

な
り
、
参
加
男
子
ｎ
人
を
年
齢
別

で
Ｍ
ｌ
～
Ｍ
６
ま
で
と
∞
歳
以
上

の
Ｍ
７
以
上
で
見
ま
す
と
“

¨
３５

で
段

々
と
∞
代
、
“
代

の
伸
び
が

顕
著
で
し
た
。
段
別
に
見
る
と
初

段
～
４
段
が
４‐
％
、
５
段
以
上
５９

％
で
全
国
高
段
者
大
会
に
参
加
出

来
な

い
方
に
も
試
合
機
会
が
出
来

て
い
る
事
が
分
か
り
ま
す
。
初
段

と
６
段
、
２
段
と
７
段

の
対
戦
と

い
っ
た
普
段
見
れ
な

い
試
合
も
多

く
有

っ
た
事
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
昨
年

の
全
国
高
段
者

大
会
参
加
∞
人
を
見
て
み
ま
す
と
、

内

マ
ス
タ
ー
ズ
会
員
２２‐
人

（
１７
％
）

が
出
場
し
特
に
そ
の
内

８
段
の
部

は
３０
％
、

７
段
、
６
段
の
部
は
２０

％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

全
日
本
柔
道
形
競
技
大
会
に
於

き
ま
し
て
は
過
去

１４
人
の
優
勝
者

が
出
て
お
り
そ
の
内
数
人
の
方
は

複
数
回
優
勝
し
て
お
り
ま
す
。
昨

年

の
大
会
に
も
２‐
人
が
出
場
し
４

人
が
優
勝
し
て
お
り
ま
す
、
五
の

形
　
古
式

の
形
に
は
夫

々
７
人
が

出
場
し
て
お
り
ま
し
た
。　
マ
ス
タ
ー

ズ
大
会
に
出
場
す
る
以
上
い
い
成

績
を
と
、
日
頃
か
ら
目
標
を
持
ち

稽
古
に
励
ん
で
い
る
成
果
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

こ
の
様
な

マ
ス
タ
ー
ズ
会
員

の

活
動
が
少
し
ず

つ
柔
道
界

の
中
で

も
認
知
さ
れ
て
来
た
結
果
、
全
柔

連
専
務
理
事

の
小
野
沢
先
生
よ
り

の
Ｉ
Ｊ
Ｆ
第

１
回
ド
イ
ツ

・
ベ
テ

ラ
ン
ズ
大
会

へ
の
参
加
要
請

で
あ

り
、
天
理
大
学
細
川
教
授
に
は
Ｉ

Ｊ
Ｆ
会
議
に
於
い
て
日
本

マ
ス
タ
ー

ズ
協
会

の
要
望
を
伝
え
て
頂
き
、

今
年
第
２
回

ハ
ン
ガ
リ
ー
大
会
か

ら
早
速
に
形
の
部
を
加
え
て
頂
き

ま
し
た
事
は
、
大
変
感
謝
致
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
協

会
を
よ
り

一
層
発
展
さ
せ
る
為
に

は
、
大
会
の
参
加
者
を
増
や
す
事

で
す
。
そ
の
為
に
は
参
加
料
を
下

げ
る
方
向
も
検
討
し
て
行
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

協
賛
金
、
広
告
獲
得
活
動
を
展
開

し
な
が
ら
地
道
に
会
員
同
志
の
各

地
で
の
連
携
と
仲
間
を
誘
い
な
が

ら
の
生
涯
柔
道
人
発
掘
で
柔
道
界

の
底
辺
拡
大
　
活
性
化

べ
繋
げ
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
の

一
層
の
御
支
援
御
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年

一
年
も
元
気
で
道
衣
を
着

良
い
汗
と
稽
古
後
の
ビ
ー
ル
で
健

康
に
行
き
ま
し
ょ
う
．

第
六
回
大
会
メ
ダ
リ
ス
ト

形
の
部

投
の
形

０
中
野
員
利
（大
阪
）
上
Ｆ
日
和
奥

兵^
庫
〉

②
鈴
木
治
雄

千^
葉
）

石
邑
勇

千^
葉
）

③
玉
口
誠

兵^
庫
ｒ

〓
一木
義
則

兵^
庫
〉

固
の
形

①
中
島
忠

埼^
玉
γ

杉
原
尚
（茨
城
〉

②
黒
口
美
千
子
（岐
阜
）

大
官
民
子

愛^
知
）

③
三
木
義
則

夭^
庫
）

玉
田
誠
（兵
庫
）

極
の
形

０
中
野
員
利
（大
阪
）
二
Ｆ
田
和
奥

兵^
庫
〉

②
石
邑
勇

千^
葉
）

鈴
木
治
雄
（千
葉
）

③
有
田
早
苗

栃^
木
γ

海
老
沼

一
勝

栃^
木
）

柔

の
形

①
安
東
鉄
男

大^
分
）

百
瀬
薫
孝
（大
８

②
松
本
紀
子
（愛
知
）

石
川
Ｆ
栄

贅^
知
〉

③
榎
本
好
根
（愛
知
）

中
村
大

愛^
知
）

譲
身
術

①
溝
口
良
英

長^
崎
〉

川
上
党
之
（長
崎
）

②
複
本
好
根

愛^
知
）

中
村
大

螢^
知
）

０
三
橋
英
夫

神^
奈
川
）

西
入
保
博
信

神^

奈
川
）

五
の
形

０
毛
利
修
（埼
玉
）

清
家
春
夫
（千
葉
）

②
安
河
内
清

東^
京
）
　

杉
原
尚

茨^
城
〉

③
山
本

一
孝
（宮
崎
）

伊
福
義
雄
（宮
崎
）

古

式

の
形

０
清
水
正
敬
（東
京
）

清
家
春
夫

千^
葉
〉

②
今
立
篤
子

秋^
田
）

黒
田
美
千
子
↑
堅
阜
）

０
小
柳
平
人
（佐
賀
〉

森
田
実

佐^
賀
）

年
齢
別
体
重
別
個
人
戦

男
子
の
部

Ｍ
ｌ
〈３０
～
３４
才
）
ｍ
た
下

①
中
山
■
人

大^

阪
）

②
栗
原
正
■

埼^
玉
）
③
佐
藤
安
伸

Ｍ
ｌ

“
Ｌ
下
　
①
中
山
直
秀
（埼
玉
）

②
濱
崎
責
司

長^
崎
〉
③
今
村
　
剛
（長
崎
）

植
松
直
哉
（東
■
）

Ｍ
ｌ

７３
に
下
　

Ｏ
佐
藤
真
生

営^
城
）

②
山
本
洋
史

高^
知
）

０
佃
　
和
明

（石
川
）

Ｍ
ｌ

＆
ヒ
下
　

Ｏ
田
中
博
幸
（石
川
）

讐^
讐
患
信
官
崎
〉

０

工
見
笙
共
壼
３

西
山
功
輔

佐^
賀
）

Ｍ
ｌ

∞
セ
下
　
①
奈
木
佑
次

兵^
庫
〉

②
ペ
レ
イ
ラ
　
ロ
ド
リ
ゴ
（滋
賀
）

０
小
西
英
二
（滋
賀
）

Ｍ
ｌ

ｍ
●
下
　
Ｏ
久
保
忠
和
（大
分
）

②
坂
本
　
究
（長
崎
）

０
清
水
達
生

群^
馬
）

Ｍ
ｌ

則
Ｌ
超
　
ｏ
松
原
勝
利

高^
知
〉

Ｍ
２
＾
ヽ
～
”
オ
）
“
Ｌ
下
　
Ｏ
佐
藤
正
美

営^
城
〉

②
鈴
木
政
明

栃^
本
）

Ｍ
２
　
７３
ヽ
下
　
①
官
本
功
二
（東
京
）

②
丼
口
秀
昌

大^
分
）

③
藤
原
誠
金

庫^
了

笹
谷
繁

大^
阪
）

香^
川
〉

島
）

西
原
昌
良

高^
知
）

Ｍ
２
　
８‐
に
ド
　
Ｏ
上
蘭
義
明
（大
阪
）

②
長
谷
川
靖
二
郎
（大
阪
）

０
岩
日
竜

一

（大
阪
γ

岩
村
憲
幸

大^
阪
）

Ｍ
２
　
９０
、
下
　
①
桂
　
剛

大^
阪
）

②
千
去
令
ル
共
神
奈
川
）
０
■
川
克
　

滋^
賀
）

緒
方
正
憲

福^
岡
〉

Ｍ
２

Ю
ヽ
下
　
０
平
田
和
義
（大
阪
）

②
川
坂
修
治

石^
川
〉

③
末
吉
貴
彦

鹿^
児

貴
志
Ｍ
２

‐００
に
超

②
瀧
石
宗
弘
（大
分
）

官
之
前
廣
和
（大
阪
〉

Ｍ
３
＾
“
～
４４
才
）

０
加
納
幸
喜

神^
奈
川
）

０
高
須
上
巳
（兵
庫
ｒ

“
ヽ
下
　
Ｏ
大
田
原
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賢
作

同^
山
）

②
安
丼
重
信

石^
川
）

０
吉
鳥
大
二

（東
京
〉

Ｍ
３
　
“
Ｌ
下
　
①
片
岡
孝
志

徳^
島
）

②
今
嶋
●
郎

大^
阪
）

０
青
木
太

茨^
城
ｒ

二
日
誠

兵^
鷹
）

Ｍ
３
　
７３
」
ド
　
０
長
友
龍
治

宮^
崎
）

②
長
谷
川
浩
（東
京
〉

０
堂
本
和
宏
（長
崎
ｒ

野
口
隆
史

宮^
崎
〉

Ｍ
３
　
Ы
“
下
　
①
芦
田
和
典
盆

庫^
）

②
高
野
賢
司

東^
京
）

Ｏ
Ｆ
川
英
明

徳^
島
γ

②
戒
丼
高
広

兵^
庫
〉

Ｏ
Ｌ
藤
ｒ
弘

鳥^
取
）

村
上
宣
俺

高^
知
）

Ｍ
４
　
“
咤
ド
　
０
富
多
康
之
（大
阪
）

②
半
野
健
太
郎

千^
葉
〉

０
中
村
大

愛^
知
）

〓
丼
仁
司

愛^
娯
）

Ｍ
４
　
η
“
下
　
０
上
国

一
美
（■
知
〉

②
山
下
義
寛
（石
川
〉

０
西
出
大
作

和^
歌

山
）

桓
本
好
根
（羮
知
）

Ｍ
４
　
８
Ｌ
下
　
０
小
池
仲
沿

神^
奈
川
）

②
山
崎
　
情

長^
崎
）

０
西
村

一
晃

滋^
賀
Ｉ

国
〓
真
登
茂
（神
奈
川
）

②
養
父
ケ
″

兵^
庫
）

０
酒
■
■
敏
（大
分
ｒ

甲
斐
浩
二

宮^
崎
）

Ｍ
５
　
７３
●
下
　
①
中
込
常
昭

東^
京
〉

②
こ
藤
光
麿

青^
森
）

０
鈴
木
康
敬

全［
型

飯
塚
雅
彦

大^
阪
）

Ｍ
５
　
鋭
Ｌ
下
　
０
中
本
啓
二
２

庫^
〉

②
全
子
満
男

千^
葉
）

Ｍ
５
　
“
Ｌ
下
　
①
卜
部
秀
〓

愛^
知
）

②
荒
本

一
則

大^
阪
）
０
山
口
龍

．

（大
阪
）

Ｍ
５

Ю
“
下
　
０
火
丼
隆
信
（大
分
）

②
中
山
章
司

香^
川
）

６

５^６
～
”
才
）
∞
ｔ
下
　
０
錮
浦
工
（香
川
）

Ｍ
６

“
●
下
　
①
口
名
宏
章
（宮
崎
）

②
原
　
優

東^
京
〉
　

Ｏ
ｍ
中
茂
（東
京
〉

古
山
仁
（滋
賀
）

Ｍ
６
　
Ъ
ヽ
下
　
①
佐
原
恭
哺
（長
崎
）

②
半
野
相
徳
（和
歌
山
）０
松
同
軟
弘
（大
分
〓

紀
野
脩
二

大^
阪
）

Ｍ
６
　
＆
Ｌ
下
　
Ｏ
Ｌ
木
保
男

千^
葉
）

②
横
山
■
信

石^
川
〉

０
口
中
穂
波
（大
分
ｒ

石
邑
勇
（千
葉
）

Ｍ
６
　
∞
Ｌ
ド
　
①
羽
山
明

千^
葉
）

②
人
塚
俊
彦

奇^
工
〉

０
神
園
修

一
東^
京
〉

Ｍ
６

則
“
下
　
Ｏ
雑
賀
昌
盛
Ｆ

庫^
）

・́
安
，
俊
　

兵^
庫
〉Ｏ
足
羽
裕
　
（兵
庫
）

Ｍ
７
ヽ
“
～
“
才
）
“
●
下
　
①
大
矢
人
平

一●
■
一　
■
・加
蔵
忠
勝
（東
京
）

０
三
浦
■

‐，１
一，
■
〉

小
嗽
彗
靖

東^
京
〉

Ｍ
７
　
“
●
卜
　
●
柿
田
豊

一

石^
川
）

０
‘
＝
岡
光
＾，
知
）

０
兄
原
道
生
（富
”
，

ネ
川
切
■
（●
，
）

Ｍ
‘
　
η
“
ド
　
０
人
官
整

二
夫

栃^
木
〉

●
戴
―――
一
男

神^
奈
川
）０
■
桐
清
司
（滋
賀
ｒ

砂
川
利
和
（山
口
〉

Ｍ
７
　
＆
せ
ド
　
０
山
日
次
光

人^
分
）

②
語
山
和
美

愛^
知
）

０
菊
池
正
紋

千ヽ
葉
●

吉
成
降
社
（東
京
）

Ｍ
７
　
“
ヽ
下
　
Ｏ
大
鹿
光
好

官^
崎
〉

②
鷹
田
強

一
群^
馬
〉

０
小
泄
掟

二
＾，
Ｉ
）

山
本
昭

兵^
庫
）

Ｍ
７
　
ｍ
ヽ
下
　
①
吉
永
豊
喜
（大
阪
）

②
久
保
雅
昭

東^
京
〉

Ｏ
Ｌ
藤
美
弘
（大
分
）

Ｍ
８

“^
～
∞
才
）
∞
ｔ
下
　
Ｃ
坪
丼
貞
夫

（岡
山
）

②
把
田
盛
良
（長
崎
）

０
日
蒼
十

夫

東^
京
）

鬼
柳

一
宇
（岩
千
）

Ｍ
８
　
“
Ｌ
下
　
Ｏ
小
西
Ｉ
弘

（千
葉
）

②
清
田
洋

一
（大
分
）

０
中
島
忠

（埼
玉
）

Ｍ
８
　
７３
に
下
　
①
内
藤
純
（栃
木
）

②
西
尾
勝
彦
（奈
良
）

０
二
十
嵐
徳
英

千^

葉
〓

伊
藤
入
雄

千^
葉
）

Ｍ
８
　
８‐
“
下
　
Ｏ
清
家
春
夫

千^
葉
〉

②
安
藤
洋
志

埼^
玉
）

〇
三
楠
英
夫

神^
奈

川
〉

鈴
木
治
雄
（千
葉
〉

Ｍ
８
　
”
ヒ
ド
　
０
鷹
尾
健
治

香^
川
〉

②
Ｉ
藤
博
義

神^
奈
川
〉
　

０
江
崎
寛

（千

葉
）
　

人
上
敏
幸
（東
京
）

Ｍ
８
　
ｍ
ヽ
下
　
０
日
崎
尚
武

大^
分
）

Ｍ
９

（つ
ヽ
７４
才
）
“
ヽ
下

Ｏ
永
島
健
次

郎

（千
葉
〉
　

②
杉
原
尚

（茨
木
）

Ｍ
９
　
“
Ｌ
下
　
Ｏ
●
本
征
澪

岡^
山
〉

②
山
本
健
夫

東^
京
）Ｏ
小
笠
原
昭
行
（山
口
）

Ｍ
９
　
３
ｔ
下
　
①
野
口
宏
水

東^
京
）

Ｍ
９
　
尉
ｔ
下
　
０
川
上
勝
（岡
山
〉

②
川
久
保
精
祐
（福
岡
〉

Ｍ
９
　
∞
ヒ
ド
　
０
駒
丼
和
雄

（北
海
道
）

②
副
島
正
秋

（神
奈
川
）

鳥
ｒ
弘
茂
（宮
崎
）

Ｍ
８
　
９。
、
下
　
０

中
島
洋
文
（大
分
）

０
栗
本
大
士
（大
阪
）

０
大
■
茂
（澪
本
）

檀
上
竜
●

羮^
知
）

Ｍ
３
　
ｍ
ヽ
下
　
０
山
本
奥
実
（■
知
）

②
長
谷
川
靖
浩
（千
葉
）

０
水
松
俊
宏

大^

分
，

原
日
正
秀

福^
岡
）

Ｍ
３

ｍ
ｔ
超
　
ｏ
絵
山
尚
清
（福
岡
）

ｅ
出
口
陣
隆
（人
分
）

０
窪
田
智
之
（，
知
）

Ｍ
４
（４
ヽ
■
才
）
６０
●
．
０
小
に
勉
（兵
庫
）

Ｍ
４
　
”
セ
下
　
０
赤
尾
信
ケ

山^
口
）

②
中
野
真
利

大^
阪
）

０
椙
本
智
彦
金
需
３

山
――
昌
史
（大
阪
〉

Ｍ
４
　
ｍ
●
ド
　
０
南
　
睦
志
（滋
賀
）

②
三
月
Ｉ

一
郎

熊^
本
）０
堀
川
信
幸

石^
川
）

Ｍ
４

動
“
超
　
①
亀
丼
龍
平
（東
京
）

Ｍ
５

“^
～
５４
′
〉
∞
●
下
①
北
尾
浩

兵^
庫
）

●

一
ホ
義
則
（兵
庫
）

Ｍ
５
　
“
“
卜
　
●
掟
泰
章
（神
奈
川
　
）

Ｍ
Ｏ

（
ん
～
η
ｌ
´

ｍ
●
■
０
岡
田
庫

（兵
庫
）

Ｍ
ｌＯ
　
“
●
下
　
Ｏ
佐
々
本
幾
生
（大
分
〉

Ｍ
Ю
　
７３
●
下
　
０
高
橋
勘
＋
■
一
手
）

②
中
丼
司
朗

奈^
良
）０
安
河
内
情
（東
京
）

Ｍ
ｌＯ
　
”
聰
下

０
森
本
唯
行

神^
奈
川
〉

Ｍ
ｌＯ
　
ｍ
セ
下
　
Ｏ
奈
良
澄
＾，
知
）

Ｍ
ｌｌ

（ｍ
才
以
上
）
“
ｔ
下
　
０
人
矢
秀
昭

（東
京
〉

Ｍ
ｎ
　
つ
“
下
　
①
美
濃
岡
清
二
郎

兵^
庫
〉

Ｍ
Ｈ
　
８‐
●
下

①
上
高
　
彬
（大
分
）

②
原
田
照
人

埼^
玉
）

Ｍ
ｎ
　
”
ヽ
下
　
Ｃ
大
田
尚
充

青^
森
〉

女
子
の
部

Ｆ

ｌ

　

３

●

下

Ｆ

２

　

●

Ｌ

下

Ｆ

２

　

つ

ｋ

下

Ｆ

３

　

■

に

下

０
川
上
優
美
（高
知
）

０
浦
川
自
舌
里

佐^
賀
）

０
廣
石
〓
恵

大^
分
〉

Ｏ
山
内
久
美

（神
奈
川
）

‐―詢嬢護
~

_1`  I  All今
場
'lt'1,″

|ド

“

送から| _
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Ｆ
３
　
“
●
下

　

①
北
由
美
子

石^
川
）

②
松
本
紀
ア

羮^
知
）

Ｆ
４
　
２
●
下
　
０
石
川
正
栄

愛^
知
）

Ｆ
４
　
“
セ
ド
　
①
木
下
京
子

宮^
崎
）

Ｆ
５
　

７
●
下
　
０
岡
本
ま
子

北^
海
道
〉

Ｆ
５
　
■
咤
下
　
０
上
野
和
香
子
（北
海
道
）

Ｆ
７
　

“
Ｌ
ド
　
０
今
立
篤
子

秋^
田
）

Ｆ
８
　
５７
●
下
　
０
　
長
崎
桂
子

（石
川
）

年
齢
別
体
重
無
差
別
個
人
戦

Ｍ
ｌ
　

Ｏ
茶
木
佑
次

兵^
庫
）

②
坂
本
　
究
（長
崎
）

０
中
山
■
久

大^
阪
）

小
山
破
上

大^
阪
）

Ｍ
２
　
０
蒲
崎
勝
治
（大
阪
）

０
結
方
正
憲

福^
岡
）

０
人
保
昌
二
（長
崎
）

平
Ｈ
和
義

大^
阪
）

Ｍ
３
　
０
桧
山
尚
浩
（福
岡
〉

②
堂
本
和
宏
（長
崎
〉

０
清
川
容
仲
（佐
賀
）

長
谷
川
消

東^
京
）

Ｍ
４
　
〇
三
高
正

一
郎
（熊
木
）

②
ホ
尾
信
″

山^
口
）

０
中
野
真
利

大^
阪
）

亀
丼
隆
平

東^
京
〉

Ｍ
５
　
０
卜
部
芙
■
（受
知
〉

②
佐
々
木
政
彦

埼^
玉
）

０
飯
塚
雅
彦

群^
馬
）

村
上
和
男
（宮
崎
〉

Ｍ
６
　
０
阿
古
裕
弘
（茶
良
）

②
神
園
修

一
（東
京
）

０
上
木
保
”

千^
葉
，

一
〓
［　
力
（議
岡
〉

Ｍ
７
　

０
古
水
豊
貴
（大
阪
〉

②
人
保
淮
昭
（東
京
）

０
吉
成
隆
社
（東
京
）
浅
田
二
月
（神
奈
川
〉

Ｍ
８
　

〇
二
十
嵐
徳
英

千^
葉
）

団体戦男子優勝の大分県チームの皆さん   |

②
鷹
尾
健
治

香^
川
）

０
，
藤
久
雄

千^
葉
〉

山
城
武
史
（京
都
）

Ｍ
９
　
０
駒
井
　
和
雄
（北
海
道
）

②
仁
木
征
耀
（岡
山
）

０
山
本
健
夫
（東
京
）

Ｍ
Ю
　
Ｏ
栞
村
曜
似
（滋
賀
）

②
森
本
　
唯
行
（神
奈
川
〉

０
高
橋
勘
■
（岩
手
）
岡
田
庫
二
郎
（兵
庫
一

Ｍ
ｌｌ
　
Ｏ
太
口
尚
充
■
日
森
）

②
美
浪
岡
清
二
郎
■

庫^
）

０
上
島
彬

大^
分
〉

Ｆ
ｌ
　
Ｏ
川
上
　
優
美
，
尚
如
）

Ｆ
２
　
０
廣
石
　
■
■
（人
分
）

Ｆ
４
　
０
本
下
　
一ス
ｒ

●^
崎
）

Ｆ
５
　
０
上
野
　
和
ｉ
ｒ

北^
海
道
）

団
体
戦

男
子
０
人
分
県

（佐
々
木
幾
生
　
×
　
佐
藤

美
弘
　
山
い
次
光
　
田
中
凛
波
　
穴
丼
降
信

河
野
晋

一
郎
　
中
島
洋
文
　
阿
部
淳
　
百
預

薫
孝
）
②
柔
鰊
会

兵^
庫
Ｘ
栗
村
曜
似
　
中
丼
司

朗
　
大
矢
人
平
　
山
本
昭
　
雑
賀
昌
盛
　
中

本
‘

一　
■
●
俊
之
　
声
口
和
典
　
松
村
上

隆
　
奈
木
佑
よ
）

０
渋
谷
混
成
チ
ー
ム

東^
京
）

０
長
船
三
菱
柔
道
ク
ラ
フ

女
子０
人
分
県

佐^
々
本
晃
ｉ
　
度
石
幸
意
）

②
北
海
道
旭
川

（上
野
和
香
子
　
日
本
牧
子
）

一
人
分
大
会

ヽ _ノ

´

′・
′

会
員
使
り

日
標
を
掲
げ
て
、
足
腰
の
強
化
と

基
礎
体
力
を
養
う
る
毎
日
１０
価
の

た
り
こ
み
と
週
３
回
ト
レ
ー

ニ
ン

グ

マ
ン
ン
で
約
１
時
間

の
筋
ト
レ

を
行

い
、
柔
道

の
練
習
も
、
高
校

生
を
相
手
に
し
て
立
ち
技
、
寝
技

の
乱
取
り
と
気
持
ち
を

一
新
し
て

や
る

つ
も
り
で
し
た
が
、
若

い
時

の
様
な
パ
ワ
ー
も
馬
力
も
あ
り
ま

せ
ん
。
現
実
は
幸

い
に
も

「
４０
の
手
習

い
」
で
覚
え
た
硬
式
テ

ニ
ス
が
役

に
た
ち
、
今
年
３
月
に
無
事
定
年

退
職
し
フ
イ
フ
や
テ

ニ
ス
フ
レ
ン

ド
と
毎
日

（
２
～
３
時
間
）
テ

ニ

ス
を
し
な
が
ら
面
日
く
走
り
こ
み

を
さ
せ
て
も
ら

つ
て
足
腰
の
強
化
。

週
３
日
の
筋
ト
レ
は

（学
校
に
素

晴
ら
し
い
器
具
が
あ
る
）

マ
シ
ン

を
使

っ
て
自
分
な
り
に
考
え
て
７

種
目
を
５
セ

ッ
ト
約

１
時
間
ビ

ッ

ツ
シ
ョ
リ
汗
を
か
き
ま
す
。

こ
れ

は
最
高

の
筋
カ
ア
ッ
プ
に
な
り
ま

し
た
。
柔
道

の
練
習
は
実
は
週
１
回
、

そ
れ
も
怪
我
を
し
な

い
様
に
充
分

に
ス
ト
レ
ツ
チ
と
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ

ア
ツ
プ
を
し
て
と
言

い
た

い
の
で

す
が
、
ア

ツ
プ
を
す
る
だ
け
現
実

は
呼
吸
困
難
に
な
り
、

い
ざ
乱
取

り
練
習
と
な
る
と
も
う
そ
の
と
き

は
フ
ラ
フ
ラ
状
態
で
す
。
で
も
老

体
に
ム
チ
打

っ
て
心
臓
が
止
ま
ら

な

い
程
度
に
や
る
の
が
精

一
杯
で

す
。
あ
ま
り
無
理
を
せ
ず
ち
よ
う

ど
良

い
く
ら
い
の
余
裕
を
持

つ
こ

と
が
長
続
き
を
す
る
秘
訣
か
な
？

と
体
感
し
た
次
第
で
す
。

又
今
回
は
¨
年
前

の
教
え
子
か

ら
今
大
会

の
プ

ロ
グ
ラ
ム
に

「あ

の
時
は
先
生
の
指
導
が
怖
か

っ
た
。

■
か

っ
た
。
あ

の
感
動
が

い
ま
で

も
心
に
残

っ
て
い
ま
す
今
、
史
上

最
強

恩
師
伝
説
の
ス
タ
ー
ト
頑
張

れ
山
田
次
光
」
と
激
励
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
´
又
会
場
の
２
階
に
´
「
『
闘
魂

山
口
』
山
田
門
ド
生

一
同
」
、

の

垂
れ
幕
を
作

っ
て
く
れ
応
援
し
て

く
れ
た
教
え
子
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。

教
え
子
の
声
援
に
感
謝山
口
次
光

（大
分
県
）

平
成
２‐
年
９
月
日
本

マ
ス
タ
ー

ズ
大
分
大
会
に
て
Ｍ
７
の
詢
峰
級

に
お
い
て
優
勝
す
る
事
が
で
き
大

変
嬉
し
く
感
激
し
て
い
ま
す
。
実

は
第

１
回
静
岡

マ
ス
タ
ー
ズ
大
会

で
Ｍ
６
８‐
畦
級
で
優
勝
し
て
以
来

の
参
加

で
し
た
。
今
回
は
地
元
の

大
分
県
開
催
で
絶
対
負
け
ら
れ
な

い
と
言
う
ブ

レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ

つ

て
最
一局
の
コ
ン
デ

シ
ヨ
ン
で
試
合

に
望
も
う
と
、
自
分
な
り
に
次

の

教
員
に
成
り
立
て
の
頃
、
が
む

=|‐
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し
や
ら
に
な

つ
て
部
活
動
を
し
生

徒
達
と
勝

っ
て
涙
、
負
け
て
涙
し

た
事
を
思
い
だ
し
ま
す
。

い
つ
も

教
え
子
の
声
援
が
大
変
励
み
に
な

っ

て
い
ま
す
。
次
回
は
世
界
を
目
指

そ
う
か
な
と
、
実
は
心
密
か
に
思

っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
生
涯
柔

道
を
通
じ
て
互
い
の
健
康
と
長
寿

の
交
歓
、
夢
と
感
動

の
舞
台
で
五

い
の
交
流
を
深
め
、
新
た
な

一
歩

を
踏
み
出
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま

す
。

こ
れ
か
ら
も

マ
ス
タ
ー
ズ
大

会
が
益

々
発
展
し
ま
す
様
祈
念
中

し
上
げ
ま
す
。

第

６
回
　
大
分

マ
ス
タ
ー
ズ
大

会
に
参
加
し
て

上
野
和
香
子

（北
海
道
　
理
事
）

私
が

マ
ス
タ
ー
ズ
に
出
場
す
る

き

っ
か
け
は
、
北
海
道
か
ら
第

１

回
日
か
ら
出
場
し
て
い
る
中
尾
先

生

に
参
加
を
勧
め
ら

れ
た
か
ら
で
す
。

そ
れ

で
私
は
第

２
回

日
の
大
会
か
ら
出
場

す

る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
大
会
に
は
、
な
ん

と

８０
才
過
ぎ

の
方
達

ま

で
試
合
や
形

に
参

て
も
感
動

い
た
し
ま
し
た
。　
マ
ス

タ
ー
ズ
大
会
は
柔
道
を
愛
好
し
て

い
れ
ば
、
誰
で
も
自
由
に

「形
」

や

「試
合
」
に
参
加
で
き
る
素
晴

ら
し
い
大
会
で
す
。

私
に

マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
を
勧
め

て
く
れ
た
中
尾
先
生
は
現
在
、
御

病
気
で
娘
さ
ん
と

一
緒
に
暮
ら
し

て
お
り
ま
す
が
、
病
院
に
入
院
さ

れ
て
い
る
頃
、
お
見
舞

い
に
行
く

と
、
と
て
も
お
元
気

で
３
畳
位

の

畳

の
場
所
で
柔
道

の
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
を
し
て
、
看
護
婦
さ
ん
に
注
意

さ
れ
た
と
お
話
を
し
て
下
さ

い
ま

し
た
。
病
気
を
し
て
も
落
ち
込
ま

ず
に
、
ま
た
柔
道
に
復
帰
し
た

い

と

い
う
中
尾
先
生
の
柔
道
家
と
し

て
の
気
力
に
と
て
も
感
動
し
ま
し

た
。今
回
の
大
分
大
会

で
は
人
賞
は

で
き
な
か

っ
た
で
す
が
、　
一
生
懸

命
稽
占
し
て
、
ま
た
来
年
チ

ャ
レ

ン
ジ
し
た
い
と
思

っ
て
ま
す
。

道
場
で
の
指
導
の
中
で
、

形
だ
け
の
練
習
時
間
を

つ

く
る
事
は
　
な
か
な
か
難

し
い
こ
と
で
す
が
週
に
１

回
、
水
曜
日
は

「形
」
だ

け
の
稽
古
日
を
し
て
お
り

女
子
は
小
学
１
年
生
か
ら

お
母
さ
ん
達
ま
で

「柔
の

形
」
を
　
男
子
は
小
学
５

加
さ
れ
て
頑
張
っ
て
い
る
姿
に
と

年
生
か
ら
中
学
生
ま
で

「投
げ

の

形
」
を
練
習
し
て
い
ま
す
。
子
供

達
に
も
小
さ

い
頃
よ
り
、
形
に
慣

れ
親
し
ん
で
欲
し
い
か
ら
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

こ
れ

か
ら
も
大
会

の
会
員
、
参
加
者
が

年

々
増
え
て
、
益

々
活
気
あ
ふ
れ

る
大
会
に
な
り
ま
す
様
に
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
娘
達

の
事
で
親
睦
会
や

試
合
会
場
等

で
沢
山
の
人
に
、
お

声
を
か
け
て
い
た
だ
さ
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
オ

リ
ン
ピ

ツ
ク
に
向
け
て
　
人
事
な

試
合
が
続
き
ま
す
が
、
応
援
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

固
ノ
形

「銅
、
銅

の
金
」

へ
の

道
の
り

中
島
　
忠

（埼
玉
県
　
常
務
理
事
）

私
は
　
ワ
ー
ル
ド

マ
ス
タ
ー
ズ

柔
道

へ
は
、
平
成
十
二
年
第
■
回

東
京
大
会
よ
り
、
今
年
の
第
十

一

回
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
ま
で
七
年
連

続
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
は
　
平
成

十
六
年
第

一
回
浜
北
大
会
よ
り
本

年
第
六
回
大
分
大
会
に
も
六
年
連

続
出
場
出
来
ま
し
た
こ
と
に

つ
い

て
は
、
健
康

で
あ
る
こ
と
と
　
妻

を
は
じ
め
と
し
て
、
娘
た
ち

の
理

解
が
あ

っ
た
れ
ば
こ
そ
達
成

で
き

た
と
感
謝
し
、
充
実
し
た
日
々
を

送

っ
て
お
り
ま
す
．

此

の
度

の
大
分
大
会

で
優
勝
で

き
、
ロ
ノ
形
で
全
メ
ダ

ル
を
獲
得

間
隔
を
短
く
と
の
思

い
か
ら
、
杉

原
道
場
で
大
分
出
発
の
前
日
ま
で
、

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
　
優
勝
で
き

「金
メ
ダ
ル
」

を
獲
得
で
き
ま
し
た
．

私
は
、　
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
と
出

会

い
、
国
内
、
海
外
と
素
晴
ら
し

き
道
で
の
友
が
で
き
、
友
情
を
育

み
、
柔
道
を
実
践
す
る
日
々
が
、

生
涯
送
れ
る
よ
う
に
こ
れ
か
ら
も

努
め
て
ま
い
り
た
く
存
じ
ま
す
。

多
謝

で
き
た

こ
と

は
、

ひ
と
え

に
茨
城
県

石

岡
市
在

住

の

杉
原
道
場
主
、

杉

原
　
尚
先

生
の
ご
指
摂

ご

厚
情

の
賜

物

と
深
く
感

謝

い
た
し

て

お
り
ま
す
。

私
が
、
ロ
ノ
形
を
習
得
し
よ
う

と
心
に
決
め
た

の
は
、
ウ
ィ
ー
ン

大
会

の
帰
途
　
滋
賀

の
片
桐
先
生

と

の
出
会

い
と
前
会
長
、
野

口
先

生

の
お
取
り
計
ら
い
で
、
杉
原
先

生
を
ご
紹
介
頂

い
た
こ
と
が
き

っ

か
け
で
し
た
。
杉
原
先
生

の
ご
快

諾
を
賜
り
、
杉
原
道
場
を
訪
問
し

な
が
ら
稽
吉
を
し
、
講
道
館

で
も

月
に
六
回
位
お
相
手
を
し
て
も
ら

い
な
が
ら
、
ご
指
導
を
頂
き
、
前

回
の
秋
田
で
念
願
の
入
賞

「銅
メ

グ

ル
」
を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

今
年
ア
ト
ラ
ン
タ
大
会
で
も
銅
メ

グ

ル
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
分

大
会
に
向
か
う
に
当
た
り
　
杉
原

先
生
と

の
打
ち
合
わ
せ
で
、
稽
古

い や は を し 早 ^し
合 栃  な た 速 全 た
い 木 豊 で

°
孫
~°

手 9後 む FI彙 η 今
Lピ1,,う れ_:´ Li
ち緩魚こそ現ケ黒口零恥働 ~~
●― ~,、  ｀L● ●   1 日の形で企.杉原選手(左)と
先 三 な

｀
地 ル

生屎ぶ面よ
=3語
]
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羹 係 」 野 響 先 進 選 を

'雇

だ 層 ぢ ″ 彎
R

と 先 の と し き う り と 違
｀
げ
°
も の や 係

祝 生 夜 胸 ま
｀
色 ま
｀
う い な

に
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「六
十
歳
か
ら
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

久
宮
登
三
夫

（栃
木
県
）

夕
食
も
と
ら
ず
最
終

の
ホ
バ
ー
ク
ラ
フ
ト
で

大
分
市
内

の
ホ
テ
ル
に

到
着
。
明
日
の
体
重
計

量
を
無
事
通
過
す
る
こ

と
を
願

つ
て
卜
■
時
●

ろ
横
に
な
る
。

大
会
当
日
、
朝
食
も
水
も
取
ら

ず
に
会
場
に
行
き
計
量

　

一
　

■

峰
も
余
裕
を
も

つ
て
パ
ス
。
試
合

の
こ
と
も
忘
れ
、
急
に
お
腹
が
す

い
て
い
る
こ
と
が
気
に
な
り
、
水

と

コ
ン
ビ

ニ
で
調
達
し
た
食
料
を

一
気
に
食
し
た
。
試
合

の
前
に
お

腹
い
っ
ぱ
い
の
食
事
を
し
て
し
ま

つ

た
こ
と
を
チ

ョ
ツ
と
後
悔
し
た
も

の
の
満
足
感

の
方
が
満
ち
て
い
ま

し
た
。
昨
年

（第
■
回
）
か
ら
参
加
し
、

二
回
日
で
す
が
、
会
場
に
は
、
秋

田
大
会
で
出
逢

っ
た
方

々
と
、
再

会

の
あ
い
さ

つ
や
今
大
会

へ
の
意

気
込
み
等

の
話
題
で
話
が
弾
み
、

マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
で
し
か
味
わ
え

な
い
和
や
か
な
人
間
関
係
が
深
ま

り
ま
し
た
。

い
ざ
試
合
と
な
る
と
、
自
分

の

年
を
忘
れ
、
畳
の
感
触
と
試
合

の

醍
醐
味
を
思
い
出
し
、
皆
さ
ん
真

剣
そ
の
も
の
で
し
た
。
そ
ん
な
中
、

私
も
チ

ョ
ン
と
緊
張
は
し
ま
し
た

が
、
試
合
を
十
分
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
特
に
、
今
回
は
、

エ
ン
ト
リ
ー
が

一
番

多
い
Ｍ
７
で
決
勝
ま

で
四
試
合
を
行
う
こ

と
が
で
き
満
足
で
き

た
大
会
で
し
た
。

ま
た
、
翌
日
の
無

差
別
試
合
や
、
団
体

戦
に
も
参
加
し
、
二
日
間
で
人
試

合
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
本
当
に

充
実
し
た
、
そ
し
て
思

い
出
多

い

大
会
に
な
り
ま
し
た
。

飛
行
機
、
ホ
テ
ル
代
と
小
遣

い

を
や
り
く
り
し
て
の
大
分
大
会
で

し
た
が
　
私
に
と

っ
て
Ｍ
７
で
優

勝
で
き
た
こ
と
よ
り
う
れ
し
か

っ

た
こ
と
は
、

こ
の
年
に
な

っ
て

全
国
の
方

々
と
親
交
が
持

て
た
こ

と
で
し
た
。　
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
に

参
加
し
て
本
当
に
良
か

っ
た
と
心

か
ら
思

っ
て
い
る
若
千
六
二
歳

の

リ
タ
イ
ヤ
ー
で
す
。

ま
た
こ
ん
な
良

い
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
大
学
卒
業
後
　
度
も
会

っ

て
い
な
か

っ
た
柔
道
部

の
友
人
と

四
〇
年
ぶ
り
の
再
開
で
し
た
。
本

場
大
分
の
焼
酎
を
差
し
入
れ
て
い

た
だ
き
　
　
　
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま
し
た
―
　

マ
ス
タ
ー

ズ
は
色

々
な
出
逢

い
を
創

っ
て
く

れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
柔
道
と
マ
ス
タ
ー

ズ
を
楽
し
み
、
人
〇
歳
を
超
え
て

も
試
合
に
チ
ヤ
レ
ン
ジ
し
て
い
る

先
輩
先
生
を
目
標
に
、
六
〇
歳
か

ら
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
し
て
頑
張

っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
楽
し
い

柔
道
を
、
子
供
た
ち
に
経
験
し
て

も
ら
う
た
め
、
小
さ
な
町
の
柔
道

教
室
で
大
声
を
出
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

途
中
退
部
者
の
日
本

一

上
木
保
男

（千
葉
県
　
常
務
理
事
）

安
房
高
同
級
生

で
柔
道
部
途
中

退
部
の
羽
山
明
君
が
　
第
６
回
日

本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
大
会
に
お
い

て
　
Ｍ
６

（
５５
か
ら
５９
歳
）

９０
聰

級
で
優
勝
し
た
．

羽
山
明
若
は
、
一両
１
の
２
学
期

に
入
部
し
、
本
人
口
く
、
　

二

番

苦
し
い
２
年
生
を
乗
り
越
え
て
、

楽
に
な
る
高
３
で
退
部
し
た
。
」

身
長
‐８５

ｍ
の
長
身
、
手
足
が
長
く

懐

の
深
い
右
組
み
で
あ

っ
た
。
彼

が
入
部
し
た
９
月
　
私
は
ケ
ガ
を

し
て
見
学
し
て
い
た
。
角
日
先
生

か
ら

「
コ
イ
ツ
は
　
強
く
な
る
か

ら
内
股
の
足
上
げ
を
教
え
て
や
れ
」

と
指
示
さ
れ
た
。
安
房
高

の
先
輩

で
立
教
大
学

の
主
将
黒
川
秀
明
先

輩

（安
房
高
に
入
学
後
柔
道
を
は

じ
め
、

３
年
次
に
は
同
期
の
篠
巻

政
利
先
輩
に
次
ぐ

エ
ー

ス
と
し
て

活
躍
）
と
ダ
ブ
ら
せ
て
い
る
よ
う

だ

っ
た
。
私
は
‐６９

ｍ
で
内
股
か
ら

背
負
い
投
げ
に
変
更
す
る
よ
う
に
、

粕
谷
元
帥
か
ら
指
令
を
受
け
て
特

訓
の
最
中
だ

っ
た
。
羽
山
を
見
た

と
き
、
俺
に
も
あ
の
身
長
が
あ

っ

た
ら
な
ぁ
と
羨
ま
し
く
思

っ
た
。

東
京
理
科
大
に
入

っ
て
か
ら
羽

山
が
、
ま
た
柔
道
を
始
め
た
ら
し

い
く
ら
い
の
情
報
し
か
な
か

っ
た
。

全
国
の
理
科
系
大
学
柔
道

で
ガ

ン

バ
ッ
タ
こ
と
は
、
最
近
知

っ
た
。

そ
し
て
東
京
理
科
大

の
監
督
を
し

て
い
る
こ
と
も
こ
こ
２
、
３
年
前

に
知
り
ま
し
た
。
全
国
高
段
者
大

会
で
は
、
６
段
の
部
で
今
年
優
秀

選
手
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

て
い
た
。
羽
山
が
９０
聰
級
、
私
が

一

Ю
月
“
日
朝
７
時
２９
分
羽
山
か

ら
携
帯
電
話
鳴
る

電
話
に
出
る
と
女
の
声
　
　
、

変
だ
ぞ
　

　

「初
め
ま
し
て
羽
山

の
妻
で
す
。
主
人
が
Ｌ
く
な
り
ま

し
た
。
携
帯
に
あ
な
た
と
撮

っ
た

写
真
が
あ
り
ま
し
た
の
で
連
絡
し

ま
し
た
。
」
ま
だ
何
日
も
経

っ
て

い
な
い
、
第
６
回
日
本
マ
ス
タ
ー

ズ
で
の
優
勝
メ
グ
ル
を
胸
に
掛
け

二
人
で
撮
っ
た
写
真
が
携
帯
に
残
っ

８‐
聰
級
。　
一
緒
に
行

っ
て
い
た
私

の
妻
が
記
念
に
と
撮

っ
た
も
の
．

９
月
郷
口
試
今
後
、
ホ
テ
ル
で
の

パ
ー
テ
イ
。
二
人
で
楽
し
く
飲
ん

で
、
安
房
高
の
柔
道

の
こ
と
話
し

合

っ
た
。
次

の
日
羽
山
は
　
無
差

別

の
試
合
に
は
、
筋
肉
痛
だ
か
ら

出
な
い
。
準
決
勝
で
私
と
や
る
予

定
だ

っ
た
。
そ
の
別
れ
る
と
き
に
、

世
界

マ
ス
タ
ー
ズ
に

一
緒
に
出
よ

う
と
誘

っ
た
の
が
最
後

の
言
葉
に

な
る
と
は
、
羽
山
の
奥
さ
ん
も
言
っ

て
い
た
が
、

「本
人
も
想
像
だ
に

し
な
か
っ
た
出
来
事
に
違
い
な
い
。
」

「な
ん
で
上
木
よ
　
俺
は
ど
う

し
て
こ
っ
ち
の
世
界
に
来
て
し
ま

っ

た
ん
だ
。
」
と
、
羽
山
自
身
も
思

っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

人
生
は
わ
か
ら
な

い
も
の
、
悔

い
の
残
ら
な
い
　
１１

一
１１
を
過
ご

す
こ
と
を
羽
山
に
〓

っ
て
，
合
掌

1“口 ,27 ,JIIIⅢI Fげ |'
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二
〇
〇
九
年
　
マ
ス
タ
ー
ズ
回
想

日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
初
代
会
長

野
口
　
宏
水

ひ
い
て
は
国
に
取

っ
て
も
良

い
こ

と
だ
！
」
と
ば
か
り
柔
道
に
還

つ

て
来
ら
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
思

え
て
な
ら
な
い
。

山
本
さ
ん
や
同
窓
赤
門
柔
道
倶

楽
部

の
柔
友
永
島
さ
ん
や
先
輩
ＤＲ

安
河
内
に
接
し
て
い
る
と

　

「
子

曰
く
、
歳
寒
く
し
て
、
然
る
後
に

松
柏

の
凋
む
に
後
る
る
を
知
る
」

（
＝
寒
く
な

つ
て
他

の
草
本
が
凋

み
始
め
た
後
で
　
初
め
て
松
や
柏

の
緑
が
変
ら
ぬ
こ
と
が
分
か
る
＝

子
季
九

‐
二
十
人
）

の
言
葉
が
思

い
出
さ
れ
て
来
ま
す
。

Ｔ
Ｂ
ｓ
や
大
分
合
同
新
聞
で
は

山
本

Ｍ
９
ＶＳ
森
本
唯
行
Ｍ
ｌＯ
の

団
体
戦
で
の
対
決

の
他
　
最
年
長

の
人
五
歳
美
濃
岡
清
二
郎
　
人
三

歳
太
田
尚
充

の
マ
ス
タ
ー
ズ
対
戦

や
地
元
大
分
出
身

の
人
三
歳
上
島

彬

マ
ス
タ
ー
ズ

の
他
地
元
全
国

本
選
手
権
者

の
お
父
上
　
穴
井
隆

信
　
山
田
次
光
　
川
上
勝
ＶＳ
川
久

保
清
祐

マ
ス
タ
ー
ズ
が
次

々
映
し

出
さ
れ
　
ア
ッ
パ
レ
　
熟
練

一
本
―

で
あ

っ
た
。

第

一
回
Ｉ
Ｊ
Ｆ
主
催
世
界

マ
ス

タ
ー
ズ
ド
イ
ツ

・
ジ

ン
デ

ル
フ
イ

ン
グ
ン
大
会

５
月
２６
日
～
６
月
２
日
　
右
大

会

に
参
加
出
場
。
　

詳
細
は
山
本

常
務
理
事
報
告
ご
参
照
。

後
日
諄
で
す
が
　
第
２
回
以
降

の
本
大
会

へ
の
参
加
に

つ
き
　
細

川
伸

二
Ｉ
Ｊ
Ｆ
ベ
テ
ラ
ン
　

コ
ミ

シ

ョ
ン
委
員
　
村
上
清
全
柔
連
事

務
局
次
長
　
森
日
さ
お
り
国
際
課

員
に
　
Ｊ
Ｍ
Ｊ
Ａ

清
水
会
長
　
清

家
　
毛
利
両
副
会
長
に
小
生
４
名

が
呼
ば
れ
　
今
後
の
意
向
と
意
見

具
申
を
行

っ
た
。

今
ま
で
の
第
１
回
世
界

マ
ス
タ
ー

ズ
大
会

へ
の
初
参
加
に
始
ま
り

第
５
回
柔
道
発
祥

の
講
道
館
大
会

を
経
て
第

■
回
ま
で
の
経
過
報
告

と
第
６
回
を
終
え
た
日
本

マ
ス
タ
ー

ズ
大
会
が
国
体

の
翌
年
に
前
年

の

県
柔
連
に
主
管
を
お
願
い
し
て
極

め
て
ス
ム
ー

ス
に
見
事
に
大
会
運

営
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
　
第

１

回
Ｉ
Ｊ
Ｆ
大
会
が
試
合

の
み
に

つ

き
　
第

２
回
よ
り
形
を
加
え
て
欲

し
い
こ
と
　
試
合
を
６
５
歳
以
下

に
な
る
こ
と
の
な

い
よ
う
と

の
２

点
に
つ
き
要
望
し
ま
し
た
。

■
月
の
Ｉ
Ｊ
ｒ
委
員
会
で
私
ど

も
の
希
望
を
伝
え
る
旨

の
細
川
理

事

の
回
答
を
得
た
こ
と
を
報
告
し

ま
す
。

こ
れ
が
Ｆ
承
さ
れ
れ
ば

Ｈ
回
を
終
え
て
大
会
の
パ
ン
フ
レ
ツ

ト
も
な

い
　
運
営
不
透
明
の
大
会

が
続
く
ｗ
Ｍ
Ｊ
Ａ
に
代
わ

っ
て
こ

「野
口
　
宏
水
様

昨
日
は
お
電
話
を
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
お
陰
様
で
昨
日

一
日

は
何
と
な
く

ハ
ツ
ピ
ー
で
し
た
。

強
く
も
な

い
私
の
柔
道
が
全
国
版

に
な
る
と
は
　
い
や
は
や
け

つ
さ

く
で
す
。
　

こ
れ
も
元
を
た
だ
せ

ば
　

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
を
こ
こ
ま

で
発
展
さ
せ
た
野
口
前
会
長
の
功

績

の
賜
物
で
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
　

尤
も
私

も
最
近
は
大
分
や
き
が
ま
わ

っ
て

き
た
な
と
思
う
言
動
が
多
く
な
り

ま
し
た
。
ま
あ
　
周
り
も
似
た
り

寄

っ
た
り
で
す
か
ら
良
し
と
し
ま

し
よ
つ́
。

山
本
　
健
夫
」

右
は
　
第
６
回
マ
ス
タ
ー
ズ
大

分
大
会
が
　
Ｔ
Ｂ
ｓ
サ
ン
デ
ー
モ
ー

ニ
ン
グ
で
放
送
さ
れ
た
Ю
月
４
日

一
¨
理
脚
計
れ
卸
林
隆
ら
な
卿
掛
峰

一
映
ゆ
い
で
す
が
山
本
さ
ん
の

マ
ス

一
タ
ー
ズ
に
参
加
し
て
良
か

っ
た
と

一
の
素
直
な
思

い
が
出
て
い
た

の
で

一
ご
本
人
の
了
解
を
得
て
原
文
を
転

一
記
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ

一
」

で

山
木
さ
ん
に

つ
い
て
ご
紹
介

い
た

し
ま
す
と
　
３６
年
生
ま
れ
の
７３
歳

東
京
大
学
を
卒
業
　
敗
戦
後

の

ド

ン
ゾ

コ
を
漸
く
脱
し

つ
つ
あ

っ

た
時
代
に
　
日
本
を
復
興
さ
せ
る

に
は
自
分
が
日
本
を
引

っ
張

っ
て

行
く
以
外
に
な
い
と
勇
躍
　
一三
菱

商
事
に
入
社
　
爾
来
ア
ジ
ア
　
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
　
南
北
ア
メ
リ
カ
果
て
は

ア
フ
リ
カ
と
世
界
中
を
股
に
駆
け

巡
り
　
日
本
の
高
度
成
長

の
尖
兵

と
な

っ
て
先
導
役
を
果
た
し
て
来

ら
れ
た
。
時
代
を
同
じ
く
す
る
者

な
ら
分
か
る
が
　
そ
こ
に
は
柔
道

も
時
に
は
自
分
も
家
族
も
忘
れ

只
管
会
社

の
業
績
を
挙
げ
る
こ
と

し
か
眼
中
に
な
か

っ
た
筈

で
す
。

や
が
て
第

一
線
を
離
れ
　
フ
ト
来

し
方
を
振
り
返
り

　

「自
分
は
存

分
に
生
き
て
き
た
。
世

の
中

の
た

め
に
　
日
本
国
の
た
め
に
生
き
て

き
た
。
さ
あ
　
一
ヽ
れ
か
ら
は
存
分

に
自
分

の
た
め
　
妻

＝
家
族

の
た

め
に
生
き
よ
う
。
自
分
に
は
柔
道

が
あ

っ
た
ん
だ

―
　
）
ヽ
れ
か
ら
は

離
れ
て
い
た
柔
道
に
返
り
　
健
康

に
生
き
て
い
く
こ
と
が
自
分
に

れ
か
ら
ｌ
Ｊ
Ｆ
大
会

へ
参
加
す

意
向
を
伝
え
た
。
　

細
川
同
委

に
期
待
し
た
い
。

第

■
回
ア
メ
リ
カ
　
ア
ト
ラ

タ
大
会

十
年

一
青
と

い
う
が
　
９
９
年

第

１
回
カ
ナ
ダ

・
ウ

ェ
ラ
ン
ド
大

会
を
ア
メ
リ
カ
在
住

の
宮
崎
　
剛

先
輩
に
教
え
ら
れ
　
丸

の
内
柔
道

倶
楽
部
で
参
加
し
て
既
に
１０
年

の

歳
月
が
経
過
　
処

々
方

々
で
開
催

さ
れ
る
国

々
ヘ
マ
ス
タ
ー
ズ
同
好

の
十
と
　
形
と
試
合
で
技
を
競

い

大
会
終
了
し
て
は
　
世
界
各
国

の
歴
史
　
文
化
　
風
＋
　
人
々

に
接
し
　
所
謂
草

の
根
外
交
を
楽

し
み
自
分
の
人
生
に
更
に
充
実
し

た
ペ
ー
ジ
を
重
ね
刻
ん
で
来
た
が

早
い
も
の
で
■
回
日
と
な
り

南
北
戦
争

の
地
ジ

ョ
ー
ジ
ア
州
ア

ト
ラ
ン
タ

ヘ
飛
び
ま
し
た
。
第

１

回
ｌ
Ｊ
Ｆ

大
会
の
影
響
を
受
け

異
例

の
８
月

（
し
か
も
日
本

の
お

盆
と
重
な
り
　
残
念
な
が
ら
い
つ

も
参
加
さ
れ
る
内
藤
純
常
務
理
事

ご
夫
妻
は
文
字
ど
う
り
お
寺

の
最

多
忙
時
期
と
重
な
り
　
又
常
連

の

永
島
監
事
　
山
本
常
務
理
事

に
栗

本
副
会
長
　
鬼
柳
常
務
理
事
夫
妻

等
は
Ｉ
Ｊ
Ｆ

ド
イ
ツ
大
会

べ
早
々

に
参
加
さ
れ
て
　
今
回
は
参
加
不 ン   員 る

|



会報 く日本マスターズ柔道> 2010年 1月 15日

能
と
な

っ
た
。

今
回
は
　
こ
の
よ
う
に
異
例

の

時
期
で
あ
り
　
も
う

一
つ
の
懸
念

は
ア
メ
リ
カ
南
部
を
こ
の
時
期
襲

う

ハ
リ
ケ
ー

ン
で
あ
り
　
地
球
的

異
常
温
暖
化
現
象
が
加
わ

っ
て
大

竜
巻
ト
ー
ネ
ー
ド
に
巻
き
込
ま
れ

る
の
で
は
な

い
か
と

の
不
安
が
あ

り
　
）
」
れ
ま
で
１
０
回
参
加
し
た

中
で

一
番
恐
れ
て
い
た
の
は
ブ
ラ

ジ

ル
で
の
社
会
不
安
で
は
あ

っ
た

が
　
そ
れ
は
人
為
的
な
も
の
で

■
子
危
う
き
に
近
寄
ら
ず
と
し
て

お
け
ば
避
け
る
こ
と
が
出
来
る
と

し
て
き
た
が
　
〈
「
回
の
未
経
験

の

天
変
地
変
に
は
抗
す
べ
く
を
知
ら

ず
　
家
を
出
る
と
き
は
水
杯
で
別

れ
る
程

の
気
分

の
方
も
お
ら
れ
た

だ
ろ
う
と
思
う
。

大
会
は
バ

ン
フ
レ
ツ
ト
も
な
い

の
で
参
加
人
数
は
把
握
で
き
ず

当
然
な
が
ら

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
の

知
り
合

い
の
参
加
者
は
殆
ど
見
ら

れ
ず
　
帯
録
出
場
確
認
も
相
変
わ

ら
ず

一
族
郎
党
が
当
た

っ
て
お
り

旧
態
依
然
は
習
慣
化
し
て
い
る
。

森
本
先
生
に
お
返
し
し
ま
す
　

　

．

冗
談
デ

ス
‐
）
そ
れ
に
し
ま
し
て

も
参
加

マ
ス
タ
ー
ズ
ー８
人
全
員
何

ら
か
の
色

の
メ
ダ

ル
を
獲
得
　
凱

旋
し
た
の
は
　
ア

ッ
パ
レ
‐
で
し

た
。ケ

ン
タ
ツ
キ
ー
　
カ
ー
ネ
ル
名

誉
称
号
授
与
き
る
。

第
■
回
世
界
大
会

の
途
次
　
参

加
団

の
第
２
日
標

　

『
生
涯
柔
道

を
通
し
て
の
草

の
根
外
交
』
を
今

回
は
　
ジ

ョ
ー
ジ
ア
州

の
北
　
テ

ネ
シ
ー
州
を
隔
て
た
ケ
ン
タ
ツ
キ
ー

州
　
　
そ
の
草
原
が
ブ

ル
ー
に
見

え
る
の
で
〓
５

ｏ
密
′
　
∽
ξ
庁

と
呼
ば
れ
て
い
る
　
　

へ
と
足
を

伸
ば
し
た
。

歓
迎

の
■
は
　
小
生
に
　
昨
０

８
年
の
暮
れ
ケ
ン
タ
ツ
キ
ー

・
カ
ー

ネ

ル
の
称
号
を
授
章
さ
せ
て
く
れ

た
カ
ー
ネ

ル
　
ト

ニ
ー
　
ラ
メ
イ

で
あ
る
。
彼
は
２
０
年
前
青
森
県

三
沢
基
地
に
海
軍
と
し
て
２
年
間

滞
在
　
柔
道
　
格
闘
技
に
熱
中
し

除
隊
し
て
か
ら
も
故
郷
ケ
ン
タ
ツ

キ
ー
に
て
道
場
を
開
い
て
い
る
。

第
５
回
記
念
国
際
秋
田
大
会
に
応

募
す
る
も
　
妻

の
罹
病

の
た
め
来

日
出
来
ず
　
今
回
我

々
の
訪
間
と

な

っ
た
次
第

で
あ
る
。
ケ
ン
タ

ツ

第
■
回
世
界
大
会

試
合
共
に
日
本
よ
り
の
マ

ス
タ
ー
ズ
勢

は
　

キ

ラ
リ
と
光

っ
て
際

立

っ
て
い
た
。
そ

の
中
で
　
一ム
い
訳

に
な
り
ま
す
が

こ
の
３
月
来
両
膝

を
痛
め
　

Ｉ
Ｊ
Ｆ

大
会
で
も
　
２
勝

１
敗
と
そ
の
負
け

様
も
不
本
意
そ
の

も
の
で
あ
り
　
こ

こ
で
の
Ｍ
９

，
７３

Ｌ
で
も
　
森
本
チ
ー

ム

ド

ク

タ

ー

に

「今
ま
で
野

口
さ

ん

の
試
合
を
沢
山

見
て
き
た
が
　
あ

ん
な
に
見
事
に
飛

ん
だ

の
は
初
め
て

見
た
！
」
と
感
じ

人
ら
せ
る
程
の
讃

辞
を
Ｆ
戴
し
た
も

の
で
あ
る
。

（
そ

の
お
言
葉
を
ソ

ッ

ク
リ
冒
頭
の
山
本

さ
ん
と
の
試
合
で

妻い
△
ロ

金
男
子

銀
男
子安
河
内
浩
７７

野
口
宏
水
７４

■
橋
英
夫
６５

中
村
茂
晴
５８

銅
男
子

ぎ
″″… ″′′′″″″〔

“

″″″″″″″″″́″″′́́″′́″     ″′′″″′″″″′、

ア トランタ大会会場 形の表彰,ヽの後 メグルを胸に

金銀銅

メ
グ
リ
ス
ト

形

最
右

受
こ

柔
の
形

五
の
形

投
の
形

日
の
形

極
の
形

Ｍ

“

Ｍ

９

Ｍ

８

Ｍ

６

”
●
級

６６
に
級

６０
ｎ
級

７３
●
級

”
ヽ
級

∞
セ
級

“
聰
級

６６
」
級

７３
」
級

Ы
焙
級

“
ヽ
級

７３
に
級

●
ｋ
級

Ъ
“
級

刷
燎
級

７３
ヽ
級

６。
Ｌ
級

極
の
形
　
　
男
子
　
鈴
木
治
雄

石
邑
　
勇

古
式
の
形
　
男
子
　
清
水
正
敬

清
家
春
夫

五
の
形
　
　
男
子
　
大
矢
秀
昭

清
家
春
夫

男
子
　
清
家
春
夫

安
河
内
浩

男
子
　
安
河
内
浩

杉
原
　
尚

男
子
　
鈴
木
治
雄

石
己
　
勇

男
子
　
中
島
　
忠

杉
原
　
尚

男
子
　
大
矢
秀
昭

安
河
内
浩

鈴
木
治
雄
６６
　
Ｍ
８

山
口
雅
弘
６４
　
Ｍ
７

原
　
優
　
５７
　
Ｍ
６

太
口
尚
充
８３
　
Ｍ
Ｈ

大
矢
秀
昭
ｍ
　
Ｍ
Ｈ

岡
田
庫
二
郎
７５
Ｍ
Ю

高
橋
勘
＋
７８
　
Ｍ
‐０

森
本
唯
之
７７
　
Ｍ
‐０

杉
原
　
尚
７３
　
Ｍ
９

相
口
盛
良
“
　
Ｍ
８

宿
利
憲
生
６７
　
Ｍ
８

西
久
保
博
信
６６
Ｍ
８

清
家
春
大
６５
　
Ｍ
８

形
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キ
ー
州
立
大
学
道
場
に
同
州
会
長

を
は
じ
め
　
同
州
を
含
む
近
隣

４

州

（
テ
ネ

シ
ー
　
バ
ー
ジ

エ
ア

ウ

エ
ス
ト
バ
ー
ジ

エ
ア
）
よ
り
集

め
た
と

い
う
約
５
０
人
程
の
柔
道

愛
好
家
　
　
大
多
数
は
Ｋ
Ｙ
大
学

柔
道
部
員
　
　
を
前
に
　
前

々
日

世
界
大
会
に
て
７

つ
の
形
で
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
我
が

マ
ス
タ
ー
ズ

に
よ
る
演
武
は
　
本
場
講
道
館
よ

り
の
形
に
　
全
観
客
愛
好
家
に
大

き
な
感
動
を
与
え
た
。

ア
メ
リ
カ
東
南
部
ケ
ン
タ
ツ
キ
ー

で
初
め
て
講
道
館
七

つ
の
形

の
演

武
を
披
露
し
た
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ

団
に
対
し
て
　
か
ね
て
よ
リ
ト

ニ
ー

は
ケ
ン
タ

ツ
キ
ー
州
知
事
に
働
き

か
け
　
同
州
名
誉
称
号
の
ケ
ン
タ
ツ

キ
ー

・
カ
ー
ネ

ル
賞
を
授
ヶ
し
て

く
れ
た
。
受
賞
者
は
次

の
通
り
で

す
。太
口
尚
充
　
安
河
内
浩
　
岡
田

庫
二
郎
　
野
Ｈ
宏
水
　
杉
原
尚

・

中
島
忠
　
清
水
正
敬
　
竹
内
皓

鈴
木
冶
雄

・
西
久
保
博
信
　
清
家

春

夫

・
三
橋
英
夫
　

石
邑
勇

（
以
上
の
０
名
の
他
　
急
速
が
ん

手
術

の
た
め
訪
間
中
止
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
栗
本
忠
弘
副
会
長
に
が

ん
快
癒
を
祝
し
て
人
分
大
会
開
会

式
時
追
贈
さ
れ
ま
し
た
。
）

こ
の
ケ
ン
タ

ツ
キ
ー
　
カ
ー
ネ

ル
の
称
■
は
ケ
ン
タ

ツ
キ
ー
州

民
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
者
に
付

与
さ
れ
る
と
さ
れ
　
そ
の
Ｈ
Ｐ
に

よ
れ
ば
５０
名
程

の
世
界
的
な
著
名

人
の
中
に
は
　
レ
ー
ガ
ン
　
ク
リ

ン
ト
ン
の
両

九
大
統
領
　
チ

ャ
ー

チ
ル
英
首
相
　
Ｊ
パ
ウ

ロ
法
Ｔ

Ｂ
ク

ロ
ス
ピ
Ｉ
　
Ｆ
ブ
レ
ス
リ
ー

の
超
有
名
歌
手
　
Ｍ
ア
リ
　
タ
イ

ガ
ー
ウ
ツ
ド
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
等
々

小
生
授
与
さ
れ
た
時
は
ビ
ッ
ク

リ
し
た
も
の
で
あ
り
実
際
　
今
回

の
訪
間
で
カ
ー
ネ

ル

・
ラ
メ
イ
に

キ
ー
競
馬
場
　
果
て
は
パ
ー
ボ

ン

ウ
イ
ス
キ
ー
等
　
個
人
と
し
て
小

生
来
年
辺
り
１
カ
月
位
長
期
滞
在

し
た
い
と
思

っ
た
と
こ
ろ
。

後
Ｈ
　
ト

ニ
ー
よ
り
こ
れ
だ
け

多
く
の
日
本
か
ら
の
講
道
館
高
段

者
を
迎
え
て
近
隣
諸
州
の
柔
道
修

行
者
に
多
人

の
感
動
を
与
え
　
そ

の
発
展
に
寄
与
し
た
と
し
て
，
，

よ
り
　
４
段

の
段
位
を
贈
ら
れ
た

と
歓
び
と
感
謝

の
メ
ー
ル
を
寄
せ

て
来
て
　
同
時
に
，
〓

の
冨
ニ
ヨ

対
す
る
州
民
の
尊
　
‘
・
・
〓
・
・

敬

の
念
は
格
別
と
　
一
ｆ
ｔ
豪
一

思
わ
れ
た
．

カ
ー
ネ

ル
　

サ

ン
ダ

ー

ス
の
Ｋ

ｒ

Ｃ
第

１
号
店

に

て

出
店
時

の
ま

ま

の
レ

ス
ト
ラ

ン
に

て
フ
ラ
イ
ド
チ
キ

ン
を
食

し
　

世

界

で
ア
フ
リ
カ

の
ビ

ク
ト
リ
ア

の
滝

と

２
か
所

の
み
と
さ

れ
る

ム
ー

ン
ボ

ー

曾
８
・
Ｓ
〓
ｇ
し

の
キ

ュ
ン
バ
ー

ラ
ン
ド
滝
を
見
た
り
　
５
月
の
ケ

ン
タ

ツ
キ
ー
ダ
ー
ビ
ー
開
催
時
に

は
世
界
中
よ
り
貴
顕
紳
士
淑
女
が

集
ま
る
と
い
う
世
界

一
の
ケ
ン
タ
ツ

シ
ン
ト
ン
　
ハ

イ
ア
ッ
ト
　
リ
ー
ジ

ェ
ン
シ
ー
滞

在
を
終
え
て
次
は
ア
メ
リ
カ
最
南

端
の
フ
ロ
リ
ダ
半
島

べ
．

いI三二J

中
南
米
や
カ
リ
ブ
海
諸
国
よ
り

∪
ｏ
ヨ
”
『
●
ム
ス
ニよ

よ
り
次
回
は
も
っ

と
広

い
会
場
で

全
米
，
〓
会
員

の
前
で
日
本

マ

ス
タ
ー
ズ
協
会

で
形
を
演
じ
て

貰

い
た

い
と
の

要
望
が
感
謝
状

と
と
も
に
贈
ら

れ
る
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

２
晩
の
レ
キ

多
数
の
人
国
者

（密
？
）
船
が
出

入
り
す
る
ア
メ
リ
カ
最
高
の
楽
園

リ  リ
オ ブ

|

ト

ト
　
ビ
ー
チ
の
海
に
ス
ー
パ
ー
で

求
め
た
海
水
バ
ン
ツ
を
何
十
年
，

振
り
か
で
穿

い
て
飛
び
込
ん
だ
が

体
に
接
す
る
そ
の
海
の
水
の
快

い
こ
と
―
初
め
て
の
経
験
で
　
こ

の
感
覚
は
生
涯
忘
れ
な
い
だ
ろ
う

と
思

っ
た
程
の
快
さ
で
し
た
。

来
年
は
　

ハ
ン
ガ
リ
ー
か
モ
ン

ト
リ
オ
ー
ル
か
　
或

い
は
そ
の
い

ず
れ
も
か
。
共
に
参
り
ま
し
ょ
う
！
―

片
道

４
時
間

は
優

に
か
け

て

右

手
に
メ
キ

シ

ヨ
湾

　
左
手

に
大

西
洋
を
見

て
た

る
バ

ス
で

セ
ブ

ン

マ
イ

ル

ズ
　
ブ

リ

ツ
ジ

を
波
リ
　
キ
ュ
ー

バ
を

９
０
キ

ロ

に
ア
メ
リ
カ
最

南

端

の
地
キ
ー

ウ

エ
ス
ト

で

行
写
真
撮

影
．

ノ
ー

ベ

ル
賞
受

賞

の
文
豪

ヘ
ミ

ン
グ
ウ

エ
ー

の

四
人
日

の
妻
と

過
ご

し
た
家

で

長

い
間
に
異
常

六
本

の
指
を
持 フ

ロ
リ
ダ
。
早
速

マ

ッ
ト
ホ
テ
ル
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

寿 喫 更 ル 夏 つ

人 ・ け で の 猫

一̈一
を
健 満アメリカ最

'端

のフロリ′ キーウェストにて



会報 く日本マスターズ柔道> 2010年 l l11 5H

|

マ  _     |し
て

山
本
健
夫

（東
京
都
　
常
務
理
事
）

日
本
か
ら
は
　
男
子
選
手
１０
名

Ｊ
Ｊ
Ｆ

（全
柔
連
）
小
野
沢
専
務

理
事
　
講
道
館
国
際
部
大
辻
課
長

が
同
行
さ
れ
、
さ
ら
に
、
応
援
田

ご
婦
人
２
名
を
加
え
て
計
１４
名
の

陣
容
と
な

っ
た
。

一　
何
し
ろ
、
こ
の
大
会
は
　
Ｉ
Ｊ

一
ｒ
ヽ
Ｊ
Ｊ
Ｆ
の
に
し
と
し
て
は
初
め

一

ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ
Ｊ
Ｆ

ス
タ
ー
ズ
柔
道
選
手
権
に
参
加

（国
際
柔
道
連
盟
）
主
催
の
世
界

と
思
わ
れ
た
が
、
結
果
的
に
は
団

体
戦

も
含

め
、

メ
グ

ル
ー
０
個

（内
今
メ
グ
ル
５
個
）
と
云
う
赫
々

た
る
戦
果
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来

た
。５

月
２
６
日
現
地
着
、
ま
ず
飛

行
場
に
て
独
国
柔
道
連
盟

の
出
迎

え
を
受
け
や

っ
と

一
安
心
。

５
月
２
８
日
か
ら
の
大
会
は
、
参

加
者

８
７
５
名
．

Ｉ
Ｊ
ｒ
ミ
ゼ
ー

ル
会
長
の
挨
拶

の
後
、
先
ず
は
個

人
戦
Ｍ
６
　
Ｍ
９
の
高
齢
者
か
ら

あ
げ
る
。

個

々
の
戦
績
は

別
表

の
通
り

（
近
代

柔
道

７
月
号
、
講
道

館

の
柔
道

７
月
号
に

掲
載
さ
れ
た
）
な
る

も
、
何
れ
に
せ
よ
Ｖ

Ｈ
の
ド
イ
ツ
の
新
聞

を
し
て

『
こ
の
国
際

柔
道
大
会
を
盛
り
上

げ
た

の
は
、
日
本
か

ら
参
加
し
た
高
齢
者

の
大
活
躍
と
そ
の
試

山|■ ■,S饉 1“ l lldm● ,ti、mmil● sI輌 Jl硼 o71i期 ]おti詢ti le"1厠 1

WI■■111111‖IIWI「
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11111‖

トイツ リキエール選 手(it,に
本勝ちの 本選 1(1)

て
で
も
あ
り
参
加
決
定
が
遅
か

つ

一
始
ま
る
。

こ
の
階
級
は
我
が
日
本

た
為
　
急
ご
し
ら
え
の
　
１
０
名

　

選
手
団
の
活
躍
が
最
も
期
待
で
き

の
参
加
者
．
初
め
は
ど
う
な
る
か

一
る
と
こ
ろ
。
各
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の

持
ち
味
を
発
揮
し
、

‐
―
‐
―
引
―
―

・
∃

予
想
以
上

の
戦
果
を

Oo`|{● obachet Fl ede,3t hlo,(ol● nI Ei・ eヽ lt`lke● Jap,,,o,1●、| ●.(1,,●

2009年 5月 29Hドイツ新聞  タイ トルは
い 越した選 ,た ちによる紫晴らしき戦い』
写真注は地元111'ビ ュー レル選 ,(L)の談話 l ・頑健
日本人にしつか リコン トコールされてしまった."
(編集子訳) この試合は上木選子 (下 )の優勢勝

合
態
度

の
立
派
き
に

人

１
組

と

―

っ́
″
‘
フ

ス
。参

加
者

の
少
な
い

日
本
チ
ー

ム
の
平
均

年
齢
は
７‐

歳
、
ｌｏ
歳

近
い
年
齢

差
Ｆ
川
ス

重
量
級
居

な
い
る
、

体
童
で
も

１
階
級
上

負
う
と

こ
ろ
人
な
る

も

の
が
あ
る
。
』
と

激
賞

せ
し
め
る
事
が

出
来
た
。

（
ド
イ
ツ

語
の
訳
は
永
島
選
手
）

尚

　
日
本
選
手
団

中
唯

一
の
若
手
　
Ｍ

２
の
内
村
選
手
も
２

２
名
を
相
手
に
優
勝

し
た
が
、
さ
す
が

か

っ
て
国
際
大
会

で

も
大
活
躍
し
た
実
績

通
り

の
快
挙
と

い
え

スワ
．団

体
戦
に
も
参
加
、

こ
れ
は
６
０
歳
以
Ｌ
、

体
重
別
５

IJF主催 第1回
世界マスターズ (ベテラン)大会
日本選手試合結果

個人戦
H2  73kg協反

H6 81kg級
H7  73kg幣反

H8  60kg4象

H8  73kg睾及
H9  60kg率及
H9  66kg鷺反
‖9  70kg幣反
M9  90kg幣及

M10  60kg4及

団体戦

(ドイツ.21X19528～ 31)

内村直也 (大阪)  優勝
上木保男 (千葉)  5位
佐藤光憲 (スペイン)5位
鬼柳―宇 (岩手)  優勝
内藤純〈栃木)   3位
永島健次郎 (千葉) 2位
山本健夫 (東京)  優勝
野口宏水 (東京)  2位
栗本忠弘 (大阪)  優勝
岡田庫二郎 (兵庫) 優勝

日本チーム     3位
73kg級  山本、81kg級 野口
90kg超級 栗本 )

 ヽ V
V

60歳以上の部
(66kg級 鬼柳、

懸 ./.― 摯`―

最終 31 の試合開始前 全員で表彰台で

10

:__型II督 内藤、



げ
て
の
対
戦
と
な
る
。

予
定
通
り
の
大
苦
戦
　
そ
れ
で

も
４
組
中

３
位
に
く
い
こ
ん
だ
。

圧
巻
は
、
栗
本
選
手
が
、　
ロ
ス
ア

ン
ゼ

ル
ス
　
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
で
山

下
泰
裕
選
手
（当
時
）
が
負
傷
の
き
っ

か
け
と
な

っ
た
ド
イ
ツ
の
シ

ュ
ナ
ー

デ

ル
選
手

（今
回
Ｍ
７
　
‐００
峰
超

級
で
優
勝
）
と
対
戦
。
体
竜
差

・

年
齢
差
を
も
の
と
も
せ
ず
引
き
分

け
た
様
は

『
ま
さ
に
柔
よ
く
剛
を

制
す
日
本
の
柔
道
こ
こ
に
極
ま
る
』

で
し
た
。

今
大
会

の
特
色

の

一
つ
は
ヨ
オ

（１
）
Ｍ
８
・
７３
峰
級
の
内
藤
選
手

Ｍ
７
　
７３
峰
級
二
位
決
定
戦
の

佐
藤
選
手

（負
傷
欠
場
）
の
呼
び

出
し
に
で
て
し
ま
い
、
試
合
開
始
、

■
め
る
間
も
な
く
勝
利
、

く
参
加
し
、
な
か
な
か
見
ご
た
え

の
あ
る
試
合
が
多
か
っ
た
。

来
年
度
は
、
日
本
か
ら
も
更
な

る
参
加
を
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
。

ロ
ッ
パ
主
体

の

一
流
選
手
が
数
多

旅
行
中

の
エ
ビ
ツ
ー
ド
を
二
つ

程
紹
介
し
た
い
。

す
ぐ
後
に
行
わ
れ
る
本
来
の
自

分
自
身
の
三
位
決
定
戦
に
出
場
可

能
か
ど
う
か
で
ひ
と
も
め
。
何
と

が
出
場
出
来
、
こ
れ
も
勝
利
し
た
。

本
人
口
く
、
メ
ガ
ネ
を
外
し
て

い
た
為
・内
藤
と
佐
藤
の
違
い
な
ど

判
ら
な
か

っ
た
と
。
何
れ
に
せ
よ

ご
立
派
。

２^
）
試
合
後
、
有
名
な
温
泉
保
養
地

バ
ー
デ
ン
パ
ー
デ
ン
に
行
く
。

そ
し
て
サ
ウ
ナ
に
入
る
。
何
と

そ
こ
は
ル
ノ
ア
ー
ル
の
名
画

“
水
浴
す
る
女
た
ち
”
か
ら

抜
け
出
て
き
た
様
な
暮
満
な

女
性
で
い
っ
ぱ
い
。

我

々
岡
日
ヽ
野

口
ヽ
栗
本
ヽ

上
木
ヽ
山
本

の
日
本
男
児
も

勇
躍
飛
び
込
ん
だ
。
と
そ
こ

に
係
の
女
性
が
と
ん
で
き
て
、

こ
こ
は
裸
で
入

っ
て
く
だ
さ

い
と
言

っ
て
我

々
も
腰
の
タ

オ
ル
を
剥
が
さ
れ
て
し
ま

っ

た
。

こ
れ
に
は
び

っ
く
り

途
端
に
皆
自
信
無
げ
に
伏
し

日
が
ち
と
な
る
。
が
　
そ
の

眼
の
な
ん
と
も
嬉
し
そ
う
な

バーデンパーデン市街を兄下ろす丘の上で
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間
は
最
後
ま
で
や
り
■
き

た
い
」
と

，
生
涯
現
役

′

を
■
く
べ
く
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
壁

う
あ
ふ
れ
て
い
る

を
聟
え
た
２
■
制

霙
同

車
を
運
転
中
に
不
慮
の
事

故
に
■
つ

全
身
を
■
撲

し
　
シ
ョ
ッ
ク
で
気
を
失

う
ほ
ど
の
大

事
故
に
即
時

人
院

を

余
儀

な

く

さ
れ

一０
彗
す
も
い
る
ほ
ど
の
海

外
勢
に
対
し
、
真
っ
同
勝

負
を
挑
ん
だ
。ま
さ
に
，柔

よ
く
剛
を
削
す
′
を
世
界

の
大
舞
台
て
宰
餞
し
、
第

１
回
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
栄

誉
０
そ
の
手
に
つ
か
み
と

っ
た
。
し
か
し
、
帰
国
後

ま
も

今ヽ
ヽ
さ
ら
な
る
不
通

に
見
舞
わ
，

る
こ
と
に
な

る
．〓
在
の
経
過
を
見
る
た

め
の
最
終
検
査
を
”
一
る

と
、
腎
臓
に
が
ん
腫
瘍
が

見
つ
か

っ
た
　
摘
出
に
要

す

る
の
が
８
時
間
と
い
う

大
手
術
だ

っ
た
．
術
後
は

食
事
が
取
れ
ず
体
重
が
Ｂ

計
減

っ
た
一

一
方
　
足
が
弱

っ
た
ら

困

る
と
し
て
　
入
院
中
は

階
段
を
上
り

下
り
す
る
ト

レ
ー

ニ
ン
グ
で

「血
糖
値

も
落
ち
た
」
と
さ
ら
り
と

言

っ
て
の
け
′
ヽ

そ
れ
は

「
競
技
を
続
け

ら
れ
な
か

っ
た
ら
、
指
■
も
続
け
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
　
と
い
う

持
論
が
〓

多
０
か
ら
．
「
痛

い
ヽ，
■
，
い
も
克
服
し
な

い
と
、
負
け
て
い
た
ら
進

歩
し
な
い
」
。
こ
れ
か
ら

も
競
技
人
生
を
貫
く
考
え

に
変
わ
り
は
な
い
．

こ

と

．
何
と
も
楽
し
く

最
後

に
な
り
ま
し

充
実

し
た

一
週
間

で

あ

っ
た
。

今
年
５
月
に
ド
イ
ツ

シ
ン
デ
ル
フ
ィ
ン
イ
ン
で

開
か
れ
た
　
第
１
回

「
世

界

マ
ス
タ
ー
ズ
選
手
権
」

世^
界
柔
道
連
盟
主
催
ヽ

個
人

Ｗ
許
級
で
　
五
輪
経

験
者
や
メ
ダ
リ
ス
ト
ら
，

界
の
並
み
日
る
強
豪
を
倒

し
て
世
算
の
頂
点
を
極
め

た
ま
た
指
導
者
と
し
て

道
陽
を
構

え
て
以
来
半
世

紀
に
及
び
　
教
え
子
の
数

は
３
千
人
を
超
す
　
■
●

も
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道

協
会
副
会
長
　
そ
し
て
大

阪
峙

柔
■
道
場
連
盟
会
長

も
務
め
る
栗
本
ｔ
弘
さ
ん

（
ｍ
■

大
阪
市
西
成
区

・

は

　

「
道
誉
を
著
て
い
る

ただ ひろ投本 忠弘さん

世
界
の
大
舞
台
で
頂
点

エネルギー満ちる

２
０
０
４
年
か
ら
第
―
　
た
　
し
か
し
経
過
は
良
好

回

（”
■
級
）
　

第
２
国
　
で
　
２
月
日
で

，
行
が
可

無^
差
別
級

）
日
本

マ
ス
　
能
と
な

っ
た

タ
ー
ズ
大
会
を
制
罰
．
国
　
　
さ
ら
に
、
２
週
間
足
ら

蹂

大
会

で

も
試

合

を

Ｆ
　
ず
で
ト
レ
ー

ニ
ン
′

再
開

Ｃ
　
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
で
あ
る
仙
人
の
よ

う

な
自
姜
の
あ
こ
ひ
げ
に
　
頭
璧
を

そ
り
■

け
た

い
か

つ
い
風
ぼ
う
　
し
か
し
　
役
員
と
し
て
，

年
大

会
に
顔
を
出
せ
ば
　
子
２
も
た
ち
の
活
躍

か̈
り
に

一
斉

一
憂
す
る
好
々
爺
だ
　
柔
道
と
出

合

っ
て
“
年
．

「
柔
道
が
好
き
や
か
ら
　
大
人

に
し
て
も
子
ど
も
に
し
て
も
　
人
の
気
持
ち
を

理
解
で
き
る
人
間
で
あ
り
た
い
　
。
そ
れ
が
桑

道
家
と
し
て
　
譲
れ
な
い
Ｆ
条

た̈（藤
木
俊
治
）

た
が
、
ご

同
行

い
た
だ

い
た
全

柔
連

の
小
野
沢

専
務
、

大

辻
課

長

に
は
大
変

お

世
話

に
な

り
有

難
う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

倒栗

『誕
醸
饉
聾
錬

に瞬
』粥
型
鼎
　
　
　
　
一

一卜
に
腸
置
」
ト
ト
一一一一一一〓
に
卜
」

Ａ

‐―

―Ｉ

Ｖ

Ａ

＝

Ｖ

ハ
＝

リ

大
会
に
向
け
、
療
養
中
の
　
み
、
投
薬
、
注
射
な
ど
も
　
く
な
か

っ
た
」
か
ら
た
．

葉

軒
理
鶴

費

柴

』
蓄

熙

殖

餅

一

　

・

益

豊

服

引
き
　
パ
ー
ベ
ル
リ
フ
ト
　
ら

「
日
本
人
の
じ
い
さ
ま
　
　
大
会
で
は
、
上
背
が
あ

な

ど

で
自

身

を

追

い
込
　
が
不
細
■
だ
と
思
わ
れ
た
　
り
　
体
菫
で
も

４０
●
上
回

「競
技
を
続
け
ら
れ
な
か

っ
た
・一
　
括
諄
も
続
け
・り

れ
な
い
」
　

い
ま
だ
現
役

賑
技
者
と
し
て
　
モ
ッ
ト

ー
を
員
く
車
本
さ
ん

｀
生涯現役、を貫く

ハ
＝

υ

Ａ

＝

リ

ハ

ー‐

日
――
）

翼集』基整]奎聾
曰日新
I劃
エ

ピ
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第
６
回

「国
際
柔
道
科
学
者
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加
し
て

中
島
た
け
し

（国
士
舘
大
学

武
道
徳
育
研
究
所
長
　
教
授
）

を
そ
え
ら
れ
ま
し
た
。

さ
て
今
回
の
私
の
発
表
は
、
昨

年
秋
口
県
立
武
道
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
第
５
回
記
念
日
本

マ
ス

タ
ー
ズ
国
際
柔
道
大
会
時
に
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布
し
て
調
査

い

た
し
ま
し
た
も
の
を
使
用
し
ま
し

た
．こ
の
研
究
の
動
機
は
、
元
講
道

館
館
長
　
全
日
本
柔
道
連
盟
会
長

の
嘉
納
行
光
氏
が
数
年
前

の
新
年

の
ご
挨
拶
で

「
（前
文
省
略
）
、
、
、

昨
近
世
界
の
柔
道
は
、
柔
道

の
創

設
者
で
あ
る
嘉
納
師
範
が
理
想
と

し
た
柔
道
が
遍
く
普
及
し
た
と
は

思
わ
れ
な
い
、
、
、
。
」
と
い
う

お
言
葉
が
あ
り
、
で
は
い
っ
た
い

世
界

の
柔
道
家
は
柔
道
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て

い
る
か
を
知
る
事
も
今
後
の
柔
道

の
普
及
発
展
の
た
め
に
必
要
で
は

な

い
か
と
考
え
、
そ
の

一
つ
と
し

て
今
回
の
発
表
と
な

っ
た
次
第
で

す
。「

日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
選
手
群

と
日
本

一
流
大
学
生
柔
道
部
員
群

の
イ
メ
ー
ジ
の
検
討
」

日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
選
手
群
６４

名
で
、
３‐
歳
か
ら
“
歳
、
平
均
年

齢
は
、
４９
　
“
歳
で
、
柔
道
経
験

年
数
３‐
　
０２
年
、
初
段
～
８
段
、

平
均
段
位
５
段
で
あ
つ
た
。

日
本

一
流
大
学
生
柔
道
部
員
群

９２
名
で
、
１８
歳
か
ら
２２
歳
、
平
均

年
齢
１８
　
０
歳
、
経
験
年
数
８

２３
年
、
初
段
か
ら
３
段
、
平
均
段

い
る
柔
道
研
究
者
お
よ
び
学
生
の

た
め
に
最
新

の
柔
道
に

つ
い
て
の

研
究
や
情
報
交
換
お
よ
び
総
合
協

力
を
即
し
、
教
育
及
び
科
学
関
連

分
野

へ
の
応
用
を
促
進
す
る
機
会

を
提
供
す
る
為
に
設
立
さ
れ
た
学

会

で
、
隔
年
開
催
で
行
わ
れ
今
回

で
６
回
を
迎
え
ま
し
た
。

同
様

の
趣
旨
で
の
シ
ン
ポ
ジ

ュ

ウ
ム
は
、
１
９
７
８
年

の
第

１
回

嘉
納
治
五
郎
杯
国
際
柔
道
大
会
か

ら
全
日
本
柔
道
連
盟
主
催
で
始
め

一ら
れ
て
い
た
が
、

Ｉ
Ｊ
Ｆ
に
お
い

一て
は
１
９
９
９
年

の
イ
ギ
リ
ス
で

一
の
世
界
選
手
権
大
会
時
に
、
第

１

回̈
国
際
柔
道
科
学
者
研
究
会
と
し

，
て
始
め
た
。
開
会
式
で
は
Ｉ
Ｊ
Ｆ

会
長
の
Ｍ
ビ
ゼ
ー
ル
会
長
も
挨
拶

一さ
れ
　
本
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ウ
ム
に
華

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙

の
質
問
項
目

は
わ
れ
わ
れ
が
独
自
で
開
発
し
た

２０
項
目
を
使
用
し
、
そ
れ
を
５
件

法
で
自
分
が
強
く
感
じ
た
ら
、
５

か
ら
順
に
１
の
番
号
を
付
け
て
同

答
し
た
。

調
査
は
、
２
０
０
８
年
１０
月
秋

田
県
立
武
道
館
に
て
開
催
さ
れ
た

第
５
回
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
国
際
柔

道
大
会
に
出
場
し
た
選
手
に
依
頼

し
、
質
問
用
紙
を
配
布
し
て
実
施

回
収
し
た
。

日
本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
選
手
群

の
イ
メ
ー
ジ
の
結
果
は
、

質
問
項
目
の
中
で
、
最
も
強
く
感

し
た
項
日
は
、

「柔
道

の
創
始
者

は
嘉
納
治
五
郎

で
あ
る
。
」
そ
の

反
対
に
最
も
低
く
感
じ
た
質
問
項

目
は
、

「柔
道
と

い
え
ば
谷
亮
子

で
あ
る
。
」
で
あ

っ
た
。

ま
と
め
、

２
０
０
７
年
ブ
ラ
ジ

ル
で
報
告

し
た
結
果

で
は
、

日
本

一
流
大
学

生
柔
道
部
員
群

は
、
柔
道

に
対
し

て
、
競
技
に
重
点
を
置
い
た
イ
メ
ー

）
あ

学
会

は
世
界
各
国

に
お

い
て
柔

道
を

こ
よ
な

く
愛
好
し
て

位
”
段
で
あ
っ
た
。

ジ
を
強
く
感
じ
た
が
　
韓
国

一
流

大
学
生
柔
道
部
員
群
は
、
柔
道
は

伝
統
的
文
化
の

一
つ
で
は
あ
る
が
、

競
技

ス
ポ
ー
ツ
で
も
あ
る
と
捉
え

て
い
た
。

（柔
道
は
、
武
道
か
，

ス
ポ
ー
ツ
か
？
）

し
か
し
今
回
の
結
果
で
は
、
日

本

マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
選
手
群
は
初

め
に
半
数
以
上
の
１１
質
問
項
目
が

抽
出
さ
れ
、
最
初
の
項
目
で
全
て

の
特
徴
が
顕
著
に
現
わ
れ
、
嘉
納

師
範
が
理
念
理
想
と
し
た
、

「精

力
最
善

活
用
」

「
相
譲
相
助
」

「自
他
融
和
共
栄
」
が
抽
出
さ
れ
、

師
範

の
理
想
と
し
た
精
神
が
長
い

柔
道
人
生
の
中
で
培
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
た
。

今
後
は
、
さ
ら
に
調
査
を
広
げ

嘉
納
師
範

の
理
念
と
理
想
が
広
く

世
界
に
普
及
さ
れ
、
敷

い
て
は
世

界
平
和
に
貢
献
で
き
る
も
の
と
確

信
す
る
。

【参
加
発
表
者
　
覧
】

日
本
人
の
最
優
秀
賞

（
１
位
）
は

今
回
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。

次
回
は
２
０
１
１
年
フ
ラ
ン
ス

パ
リ
に
て
開
催
予
定
。

【
編
集
後
記
】

昨
年
は
　
会
長

交
代
、
世
界
柔
道
連
盟
に
よ
る
第

１
回
マ
ス
タ
ー
ズ
大
会
の
開
催
と
、

新
た
な
発
展
に
向
け
て
の
大
き
な

動
き
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
の
マ
ス
タ
ー
ズ
柔
道
は
、

日
本
で
も
、
世
界
で
も
、　
一
層
大

き
な
輪
に
な

っ
て
い
く
も

の
と
期

待
さ
れ
ま
す
。
タ
イ
ム
リ
ー
な
情

報
は
、
是
非
、
日
本

マ
ス
タ
ー
ズ

柔
道

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

で
は
、
今
年
も
楽
し
い
生
涯
柔

道
を
合
言
葉
に
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

（Ｋ
Ｎ
）

中
村
　
勇
（鹿
屋
体
育
大
学
）

山
田
道
夫
（日
本
柔
道
整
復
師
会
）

長
尾
淳
彦
（明
治
国
際
医
療
大
学
）

火
箱
保
之
（京
都
産
業
大
学
）

岡
田
龍
司

（近
畿
大
学
）

中
島
た
け
し

（国
士
舘
大
学
）

橋
本
　
昇
（東
京
有
明
医
療
大
学
）

―――
口
仕
奈
　
春
Ｈ
　
俊
（立
命
館

大
学
）

【結
果
報
告
】

最
優
秀
賞

（
１
位
）
長
尾
淳
彦

（明
治
国
際
医
療
大
学
）

優
秀
賞

（
２
位
）
　

中
村
　
勇

（鹿
屋
体
育
大
学
）

優
秀
賞

（
３
位
）
中
島
た
け
し

（国
士
舘
大
学
）

日
本
人
上
位
独
占
と
な
り
、
柔

道
に
お
け
る
日
本
の
医
科
学
的
研

究
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
が
証
明
さ
れ

た
。


